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１
、
架
蔵
、
伝
世
尊
寺
定
実
筆
四
半
切
（
東
屋
）

　

図
版
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
龍
紋
唐
紙
、
一
四
・
〇
×
二
・
〇
㎝
）
に
は
、

　
〔
表
〕
世
尊
寺
殿
定
實
卿
ほ
ゝ
ゑ
み
て

〔
拝
（
墨
印
）
〕

　
〔
裏
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
茂
入
道
順
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
、
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
め
と
知
ら
れ
、
江
戸
初
～
前
期
の
鑑
定
と
な
る
。

　

本
紙
の
料
紙
は
楮
打
紙
（
二
五
・
七
×
一
六
・
〇
㎝
）
で
、
渋
を
引
い
た
茶
褐
色
の
染
紙
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
所
々
に
朱
点
が
付

さ
れ
て
お
り
、
概
ね
句
読
点
で
あ
る
が
、
一
部
に
声
点
（
濁
点
を
含
む
）
を
付
す
。
七
行
目
右
の
行
間
に
は
本
文
よ
り
高
い
位
置
か
ら
本

文
と
同
筆
の
墨
書
（
朱
合
点
あ
り
）
で
書
か
れ
た
付
注
が
認
め
ら
れ
る
。
元
は
や
ゝ
大
き
め
の
四
半
形
の
冊
子
本
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

女
子
大
國
　

第
百
七
十
七
号　

令
和
七
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大
き
さ
で
一
面
八
行
書
は
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ
り
、
行
間
も
比
較
的
広
く
取
ら
れ
て
い
る
。
ツ
レ
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
東
屋
）

の
一
葉
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る

（
１
）

（
同
切
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

　

伝
称
筆
者
の
世
尊
寺
定
実
（
康
平
六1063

～
天
承
元1131

年
二
月
一
日
、
六
十
九
歳
）
は
、
世
尊
寺
家
の
四
代
当
主
。
定
実
の
真
筆

と
し
て
は
父
伊
房
筆
の
『
北
山
抄
』
（
前
田
育
徳
会
蔵
）
に
記
し
た
奥
書
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
の
比
較
か
ら
元
永
本
『
古
今
和
歌
集
』
、

西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
『
人
麿
集
』
・
『
貫
之
集
上
』
ほ
か
、
多
く
の
古
筆
切
の
筆
者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
忠
実
の
上
表
文
や
尊

勝
寺
落
慶
供
養
の
願
文
の
清
書
、
天
仁
元1120

年
の
鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
の
悠
紀
主
基
屏
風
の
色
紙
形
の
執
筆
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
当
時
第
一
級
の
能
書
で
あ
っ
た
。
本
切
は
定
実
の
真
筆
で
は
な
く
、
書
風
・
用
字
な
ど
か
ら
鎌
倉
後
期
頃
の
書
写
と
推
測
さ
れ
る
。

各
種
名
葉
集
類
の
「
定
実
」
条
に
本
切
に
該
当
す
る
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
（
「･

」
「
：
」
は
す
べ
て
朱
点
→
傍
書
中
「
狐
」
の
朱
合
点
は
省
略
）
、

　
　

ほ
ゝ
ゑ
み
て
の
給
へ
は･

わ
つ
ら
は
し
く
い
か
に
お
ほ
す
こ
と

　
　

な
ら
ん
と
思
へ
と･

あ
ふ
な
く
あ
は
〳
〵
し
か
ら
ぬ
御
心
さ

　
　

ま
な
れ
は･

を
の
つ
か
ら
我
御
た
め
も
人
き
ゝ
な
と
は

　
　

つ
ゝ
み
給
ら
ん
と
お
も
ひ
て･

さ
ら
は
う
け
給
は
り
ぬ･

ち

　
　

か
き
ほ
と
に
こ
そ･

御
ふ
み
な
と
を
も
物
せ
さ
せ
給
へ
か

　
　

し･

ふ
り
は
へ
さ
か
し
ら
め
き
て
心
し
ら
ひ
の
や
う
に

　
　

お
も
は
れ
侍
ら
ん

い
か
た
う
め
中
媒
也
斎
宮
寮
部
女
也
狐
也

も･

い
ま
さ
ら
な
る
い･

か：
た･

う

･

め･

の
か
た

　
　

て
に
や
と
つ
ゝ
ま
し
く
て
な
ん
と
き
こ
ゆ･

ふ
み
な
と
の
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と
な
る
。
書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
東
屋
」
（
『
源
氏
物
語
大
成

（
２
）

』
一
八
四
二
頁
9
～
13
行
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成

（
３
）

』
文
節
番
号

505978
～6013

）
で
、
亡
き
大
君
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
薫
が
、
晩
秋
近
く
宇
治
の
御
堂
完
成
の
知
ら
せ
を
受
け
て
赴
き
、
弁
尼
と

対
面
し
て
、
大
君
に
生
き
写
し
と
い
う
異
母
妹
の
浮
舟
へ
の
仲
介
を
依
頼
す
る
場
面
で
あ
る
。

　

次
に
、
架
蔵
切
を
底
本
と
し
て
、
文
節
単
位
で
諸
本
と
の
校
異
を
一
覧
し
て
お
き
た
い
。
使
用
し
た
校
合
本
は
、
「
別
本
集
成
」
、
『
河
内

本
源
氏
物
語
校
異
集
成

（
４
）

』
所
収
の
諸
本
に
依
っ
た
ほ
か
、
私
に
数
本
を
加
え
た
（
〈
諸
本
略
号
〉
参
照

（
５
）

）
。
「
河
内
本
集
成
」
所
収
本
文
は
、

表
記
が
確
定
で
き
る
も
の
以
外
に
は
〔　

〕
を
付
し
た
。
校
異
符
号
は
「
別
本
集
成
」
に
し
た
が
う
が

（
６
）

、
可
能
な
か
ぎ
り
振
り
仮
名
＝
右

傍
書
と
し
、
処
理
し
き
れ
な
い
情
報
は
校
異
略
号
下
に
「
→
」
を
付
し
て
補
足
し
た
。
音
便
の
有
無
、
撥
音
便
の
表
記
・
不
表
記
等
は
異

同
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
が
、
便
宜
上
異
同
項
に
掲
出
し
、
※
を
付
し
て
示
し
た
。
文
節
番
号
の
前
の
丸
付
き
数
字
は
本
切
の
当
該
行
数

を
示
し
、
文
節
番
号
下
の
記
号
は
、
◎
独
自
異
文
、
○
別
本
系
統
に
一
致
、
△
河
内
本
系
統
に
一
致
、
×
定
家
本
系
統
に
一
致
を
示
す
（
同

一
系
統
中
二
本
以
上
の
異
同
が
一
致
し
な
い
も
の
に
は
、
記
号
に
傍
線
を
付
し
た
）
。

　

①5978

○ 

△
×
ほ
ゝ
ゑ
み
て
（
世
古
御
高
保
国
図
阿
尾
証
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
〕
）
・
ほ
ほ
ゑ
み
て
（
正
）
・
ほ
を
ゑ
み
て
（
陽
榊
徹
）
・

ほ
お
ゑ
み
て
（
日
）
・
ほ
ゝ
え
み
て
（
穂
）
・
※
ほ
う
え
み
て
（
伏
岩
）
―
ほ
を
え
み
つ
ゝ
（
池
）

　

①5979

○ 

△
×
の
給
へ
は
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
穂
阿
尾
証
正
徹
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
の
た
ま
へ
は
（
図
榊
日
伏
研
米
）

　

①5980 

○ 

△
×
わ
つ
ら
は
し
く
（
世
古
保
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
※
わ
つ
ら
は
し
う
（
池
）
―
わ
つ
ら
は
し

（
陽
御
高
国
図
穂
）

　

①5981

○ 

△
×
い
か
に
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
図
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）

　

①
～
②5982 

○
△
×
お
ほ
す
こ
と
な
ら
ん
と
（
世
御
保
国
図
穂
尾
米
）
・
お
ほ
す
事
な
ら
ん
と
（
古
阿
榊
研
〔
七
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
お
ほ
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す
事
な
ら
む
と
（
伏
正
）
・
お
ほ
す
こ
と
な
ら
む
と
（
日
証
徹
）
・
※
お
ほ
す
こ
と
な＋

ら

む
と
（
高
）
―
お
ほ
す
な
ら
ん
と

（
陽
）
・
お
ほ
す
こ
と
ゝ
（
池
）
・
お
ほ
す
事
あ
ら
ん
と
（
〔
前
〕
）

　

②5983 
○ 
△
×
思
へ
と
（
世
古
陽
高
国
阿
榊
正
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
お
も
へ
と
（
池
尾
日
証
伏
研
米
）
・
を
も
へ
と
（
穂
）
―
お
も

へ
と
も
（
御
保
）
・
お
も
へ
と
ん
（
図
）
・
思
へ
は
（
徹
）

　

②5984

○ 

△
×
あ
ふ
な
く
（
古
世
陽
高
池
国
図
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
※
あ
ふ
な
う
（
御
保
）

　

②5985

○ 

△
×
あ
は
〳
〵
し
か
ら
ぬ
（
世
古
陽
高
池
国
図
穂
阿
尾
榊
日
証
正
徹
研
米
〔
七
前
大
兼
岩
〕
）
・
※
あ
は
〳
〵
し
か
ら
す＄

ぬ

（
鳳
）
・
※
あ
わ
〳
〵
し
か
ら
ぬ
（
御
保
伏
）

　

②
～
③ 5986 

○
△
×
御
心
さ
ま
な
れ
は
（
世
古
御
保
池
阿
尾
日
証
正
徹
研
米
〔
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
御
こ
ゝ
ろ
さ
ま
な
れ
は
（
榊
）
―

御
心
な
れ
は
（
陽
高
国
穂
）
・
御
こ
ゝ
ろ
な
れ
は
（
図
伏
）
・
御
さ
ま
な
れ
は
（
七
）

　

③5987 

○ 

△
×
を
の
つ
か
ら
（
世
古
高
池
国
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
お
の
つ
か
ら
（
陽
御
保
図
）

　

③5988

○ 

△
×
我
（
世
陽
池
穂
尾
日
証
伏
徹
研
）
・
わ
か
（
古
御
高
保
国
図
榊
正
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
―
ナ
シ
（
阿
）

　

③5989 

○ 

御
た
め
も
（
世
陽
高
国
図
阿
）
―
た
め
に
も
（
古
）・
御
た
め
に
も
（
御
保
穂
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）・

さ
た
め
も
（
池
）

　

③5990 

○ 

△
×
人
き
ゝ
な
と
は
（
世
古
陽
保
池
図
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
ひ
と
き
ゝ
な
と
は
（
穂
）
―
人

き
ゝ
な
と
を
は
（
御
）
・
人
き
ゝ
な
と
も
（
高
国
）

　

④5991

○ 

△
×
つ
ゝ
み
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
図
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）

　

④5992

○ 

△
×
給
ら
ん
と
（
世
御
保
国
図
尾
榊
伏
正
研
）
・
給
ふ
ら
む
と
（
古
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
た
ま
ふ
ら
む
と
（
日
）
・
給
ら

む
と
（
高
池
証
徹
）
・
給
ふ
ら
ん
と
（
阿
）
・
給
覧
と
（
穂
）
・
※
給
ら
ん
△

（
と
）

（
陽
→
「
と
」
判
読
）



伝
世
尊
寺
定
実
筆
源
氏
物
語
切
「
東
屋
」
の
性
格

65

　

④5993

○ 

△
×
お
も
ひ
て
（
世
御
保
阿
尾
証
）
・
思
て
（
古
陽
高
池
国
図
榊
穂
日
伏
正
徹
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
思
ひ
て
（
研
米
）

　

④5994
○ 

△
×
さ
ら
は
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
阿
尾
図
穂
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）

　

④5995
○ 
△
×
う
け
給
は
り
ぬ
（
世
古
陽
御
高
保
図
池
尾
正
徹
研
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
う
け
た
ま
は
り
ぬ
（
国
榊
日
証
米
）
・
う
け

給
り
ぬ
（
阿
）
・
う
け
給
わ
り
ぬ
（
伏
）
・
う
け
給
は＄

は
りり

ぬ
（
御
）
―
う
け
給
ぬ
（
穂
）

　

④
～
⑤5996
○
△
×
ち
か
き
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
図
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）

　

⑤5997 

○ 

△
×
ほ
と
に
こ
そ
（
世
陽
高
国
図
尾
榊
日
証
伏
正
研
）
・
程
に
こ
そ
（
穂
徹
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
程
に

＋
こ
そ

（
古
）
―
ほ

と
に
（
御
保
）
・
ほ
と
こ
そ
（
池
阿
）

　

⑤5998 

○ 

△
御
ふ
み
な
と
を
も
（
世
池
穂
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
御
文
な
と
を
も
（
高
国
）
・
御
ふ
み
な
と
お
も
（
伏
）
・
御
ふ
み
な
と

を＋
も

（
尾
）
―
御
ふ
み
な
と
を
（
古
保
図
榊
証
正
徹
）
・
御
文
な
と
を
（
陽
阿
研
米
）
・
御
文
な
と
お
（
御
）
・
お
ほ
む
ふ
み
な

と
を
（
日
）

　

⑤5999 

○ 

△
物
せ
さ
せ
（
世
伏
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
も
の
せ
さ
せ
（
陽
池
図
穂
）
・
見＄
物

せ
さ
せ
（
尾
）
―
見
せ
さ
せ
（
古
阿
正
研

米
）
・
み
せ
さ
せ
（
御
高
保
国
榊
日
証
徹
）

　

⑤
～
⑥6000

○
△
×
給
へ
か
し
（
世
古
陽
御
高
保
国
図
穂
阿
尾
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
た
ま
へ
か
し
（
榊
日
）
―
給
は

め
（
池
）

　

⑥6001 

○ 

△
×
ふ
り
は
へ
（
世
古
御
高
保
国
阿
尾
図
穂
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
―
ふ
り
て
（
陽
）
・
ナ
シ
（
池
）

　

⑥6002

○ 

△
×
さ
か
し
ら
め
き
て
（
世
古
陽
御
高
保
国
穂
阿
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
※
さ
△
し
ら
め
き
て

（
池
）
・
※
さ
か
し
ら
め
い
て
（
図
）

　

⑥6003

○ 

△
×
心
し
ら
ひ
の
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
穂
阿
証
正
徹
研
米
〔
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
こ
ゝ
ろ
し
ら
ひ
の
（
尾
榊
日
）
・
心
し
ら
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ひ±
の

（
伏
）
―
心
か
し
ひ
の
（
図
）
・
心
し
ら
ひ
心
し
ら
ひ
の
（
七
）

　

⑥6004

○ 

△
×
や
う
に
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
阿
尾
穂
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
―
や
に
（
図
）

　

⑦6005
○ 
△
×
お
も
は
れ
（
世
御
保
穂
尾
日
証
研
米
）
・
思
は
れ
（
古
陽
高
国
図
阿
榊
正
徹
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
を
も
は
れ
（
伏
）

―
思
ひ
（
池
）

　

⑦6006 

○ 

△
×
侍
ら
ん
も
（
世
古
御
尾
証
正
研
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
侍
ら
む
も
（
池
日
徹
米
）
・
は
へ
ら
ん
も
（
保
伏
）
―
侍
へ
き

を
（
陽
高
国
図
）
・
侍
も
（
阿
榊
）
・
侍
ら
ん
（
穂
）

　

⑦6007 

○ 

△
い
ま
さ
ら
な
る
（
世
御
保
池
伏
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）・
い
ま
さ
ら

に
＄
な
る

（
尾
）
―
今
さ
ら
に
（
古
阿
徹
）・
今
更
に
（
研
）・

い
ま
さ
ら
に
（
陽
高
国
図
榊
日
証
正
米
）
・
い
ま
さ
ら
の
（
穂
）

　

⑦6008 

○ 

△
×
い
か
（
世
→
傍
書
〔
上
欄
外
ヨ
リ
〕
「
い
か
た
う
め
中
媒
也
斎
宮
部
女
也
狐＼

〈
朱
合
点
〉

也
」
）
・
い
か
（
古
御
高
保
国
穂
阿
尾
榊

日
証
伏
正
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
伊
賀
（
徹
）
・
い
か＝
本

（
図
）
―
い
と
か
（
陽
）
・
い
か
う
（
池
）

　

⑦6009 

○ 

△
た
う
め
の
（
世
御
保
池
伏
米
〔
七
前
鳳
兼
岩
〕
）
・
た
ら＄

う

め
の
（
大
）
・
た
う
め＋

の

（
尾
）
―
た
く
め
の
（
陽
）
・
た
う
め
に
や

と
（
古
高
国
阿
榊
日
証
徹
研
）
・
た
う
め
き
や
と
（
図
）
・
た
そ
め
に
や
と
（
穂
）
・
た
う
め
に
や
（
正
）

　

⑦
～
⑧6010 

○
△
か
た
て
に
や
と
（
世
保
伏
米
〔
前
大
鳳
〕
）
・
か
た

て
＝
中
イ

に
や
と
（
池
）
・

に
＋
か
た
て

や
と
（
尾
）
―
ナ
シ
（
古
高
国
図
穂

阿
榊
日
証
正
徹
研
）
・
か
た
て＄

に
や
と
（
御
）
・
か
た
に
や
と
（
岩
）
・
か
た
み
ち
に
や
と
（
陽
）
・
か
た
ち
に
や
と
（
七
兼
）

　

⑧6011

△ 

×
つ
ゝ
ま
し
く
て
な
ん
と
（
世
古
陽
尾
榊
日
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
つ
ゝ
ま
し
く
て
な
む
と
（
証
伏
）
―
つ
ゝ
ま

し
う
と
（
高
国
穂
）
・
つ
ゝ
ま
し
う
な
ん
と
（
御
保
）
・
つ
ゝ
ま
し＋

う

や
な
と
（
池
）
・
つ
ゝ
ま
し
く
な
と
（
図
阿
）

　

⑧6012

○ 

△
×
き
こ
ゆ
（
世
古
陽
御
高
保
池
国
図
穂
尾
榊
日
証
伏
正
研
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
聞
ゆ
（
阿
徹
米
）

　

⑧6013

◎ 

ふ
み
な
と
の
（
世
）
―
文
は
（
古
陽
徹
米
）
・
ふ
み
は
（
高
国
図
穂
阿
榊
日
証
正
研
）
・
ふ
み
な
と
は
（
御
保
池
伏
〔
七
前
大
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鳳
兼
岩
〕
）
・
ふ

み
＋
な
と

は
（
尾
）

〈
表
Ⅰ
〉
（
丸
括
弧
内
の
略
号
に
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
底
本
に
不
一
致
、
無
傍
線
は
一
致
を
示
す
）

　

○
△
× 

〔
20
〕 5978

（
池
）
・5979

・5981

・5984

・5985

・5987

・5988

（
阿
）
・5991

・5992

・5993

・5994

・5995

（
穂
）
・

5996
・5997

（
御
保
池
／
阿
）
・6000

（
池
）
・6002

・6003

（
図
／
七
）
・6004

（
図
）
・6005

（
池
）
・6012

　

○
△
× 

〔
6
〕 5980
（
陽
御
高
国
図
穂
）
・5982

（
陽
池
／
〔
前
〕
）
・5983

（
御
保
図
／
徹
）
・5990

（
御
高
国
）
・6001

（
陽
池
）
・

6008

（
陽
池
）

　

○
△
× 

〔
1
〕5986

（
陽
高
国
図
穂
／
伏
七
）

　

○
△
× 

〔
1
〕6006

（
陽
高
国
図
穂
／
阿
榊
）

　

○
△　
〔
4
〕5998

（
陽
御
保
図
）
・5999
（
御
高
保
国
）
・6007

（
陽
高
国
図
穂
）
・6009

（
陽
高
国
図
穂
／
米
）

　

○
△　
〔
1
〕6010

（
陽
御
高
国
図
穂
／
七
兼
／
米
）

　

○　
　
〔
1
〕5989

（
御
保
池
穂
／
阿
）

　
　

△
× 

〔
1
〕6011

（
陽
／
阿
）

　

◎　
　
〔
1
〕6013

　

本
切
は
、
既
に
小
林
強
氏
が
高
城
弘
一
氏
蔵
「
無
銘
手
鑑
Ｃ
」
所
収
切
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
「
《
別
本
》
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る

（
７
）

（
高
城
氏

所
蔵
の
手
鑑
類
は
、
既
に
公
刊
さ
れ
た
資
料
も
含
め
て
、
か
な
り
の
も
の
が
剥
が
さ
れ
て
処
分
＝
売
却
さ
れ
て
お
り
、
本
切
も
そ
の
内
の

一
葉
と
な
る
）
。
他
の
「
宇
治
十
帖
」
諸
巻
と
同
じ
く
「
東
屋
」
は
別
本
に
属
す
る
伝
本
が
多
く
、
別
本
と
さ
れ
る
の
は
、
御
物
本
・
高
松
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宮
本
・
陽
明
文
庫
本
・
保
坂
本
・
伝
二
条
為
定
筆
本
（
図
）
・
池
田
本
・
国
冬
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
の
八
本
（
残
欠
本
で
あ
る
伝
二
条
為
氏

筆
本
〔
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
503
・
51
本
〕
を
含
め
る
と
九
本
）
を
数
え
る

（
８
）

。
表
中
、
河
内
本
系
統
は
、
尾
州
家
河
内
本
・
七
毫
源
氏
・
伝
慈

寛
筆
本
（
前
）
・
大
島
河
内
本
・
鳳
来
寺
本
・
一
条
兼
良
奥
書
本
（
兼
）
・
岩
国
吉
川
家
本
・
伏
見
天
皇
本
が
該
当
し
、
そ
の
ほ
か
は
定
家

本
系
統
と
見
做
さ
れ
る
伝
本
と
な
る
（
阿
里
莫
本
は
定
家
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る

（
９
）

）
。

　
〈
表
Ⅰ
〉
を
通
覧
す
る
と
、
本
切
中
、
定
家
本
系
統
と
一
致
し
な
い
箇
所
が
4
（
○
△
）
＋
1
（
○
△
）
＋
2
（
○
）
＋
1
（
◎
）
＝
8

箇
所
（
全
36
文
節
中
約
二
二
・
二
％
）
あ
り
、
本
切
が
少
な
く
と
も
定
家
本
系
統
で
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
河
内
本
系
統
と
の
不
一

致
は
1
（
○
）
＋
1
（
◎
）
＝
2
箇
所
（
約
五
・
六
％
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
ゝ
か
ら
は
河
内
本
と
の
親
和
性
が
見
て
と
れ
る
が
、
周
知
の
よ

う
に
河
内
本
自
体
は
諸
本
の
取
捨
選
択
時
に
よ
り
多
く
の
情
報
量
を
取
り
込
む
傾
向
が
あ
る
の
で
、
寧
ろ
少
数
で
あ
っ
て
も
不
一
致
の
方

を
重
く
見
積
も
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
別
本
系
統
と
の
不
一
致
は
1
（
△
×
）
＋
1
（
◎
）
＝
2
箇
所
で
あ
る
が
、
一
本
で
も
一
致
す
る
も

の
を
除
く
と
、
本
切
の
独
自
異
文
1
箇
所
の
み
の
不
一
致
（
約
二
・
八
％
）
に
と
ゞ
ま
り
、
独
自
異
文
自
体
を
未
発
見
の
別
本
と
認
識
す

れ
ば
、
す
べ
て
別
本
中
に
見
い
だ
せ
る
本
文
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
別
本
自
体
が
複
雑
な
様
相
を
呈

し
て
お
り
、
ど
の
系
統
の
別
本
と
親
和
性
を
有
す
る
の
か
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
概
略
を
踏
ま
え
て
、
個
々
の
事
例

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、
独
自
異
文
を
除
く
河
内
本
系
統
と
の
不
一
致
を
示
す
1
箇
所
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

⑴
③5989  

○
御
た
め
も
（
世
陽
高
国
図
阿
）
―
た
め
に
も
（
古
）・
御
た
め
に
も
（
御
保
穂
尾
榊
日
証
伏
正
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）・

さ
た
め
も
（
池
）

　

こ
の
箇
所
は
、
大
島
本
（
古
）
に
独
自
異
文
が
あ
り
、
他
の
定
家
本
系
統
は
「
御
」
を
付
し
た
形
と
な
っ
て
る
。
本
切
は
陽
明
文
庫
本
・

高
松
宮
本
・
国
冬
本
・
伝
二
条
為
定
筆
本
（
図
）
と
い
っ
た
別
本
系
統
と
（
定
家
本
系
統
と
さ
れ
る
阿
里
莫
本
と
も
）
一
致
し
て
い
る
が
、
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御
物
本
・
保
坂
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
は
定
家
本
・
河
内
本
系
統
の
諸
本
に
一
致
す
る
（
池
田
本
の
「
さ
た
め
も
」
は
「
佐
」
と
「
御
」
の

誤
読
＝
誤
写
か
ら
生
じ
た
異
文
と
す
れ
ば
、
元
は
本
切
と
同
じ
く
「
御
た
め
も
」
と
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
。
意
味
的
に
は
ほ
と
ん
ど
差

異
は
な
い
も
の
ゝ
、
「
我
御
た
め
」
は
そ
れ
だ
け
で
「
ご
自
分
の
為
に
」
の
意
を
満
た
し
て
お
り
、
接
続
助
詞
「
も
」
に
よ
る
強
調
を
直
接

す
る
方
が
真
迫
性
が
あ
り
古
形
を
存
し
て
い
る
（
格
助
詞
「
に
」
の
付
与
は
説
明
的
で
あ
る
）
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
本
系
別
本
の
半
数

が
こ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
ず
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
「
に
」
を
脱
落
し
て
な
っ
た
本
文
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
（
〈
表
1
〉

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
阿
里
莫
本
は
屡
々
定
家
本
系
統
を
逸
脱
し
て
お
り
、
や
は
り
何
ら
か
の
古
本
系
別
本
と
の
接
触
の
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
）
。

　

次
に
、
本
切
に
存
す
る
唯
一
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、

⑵
⑧6013 

◎
ふ
み
な
と
の
（
世
）
―
文
は
（
古
陽
徹
米
）
・
ふ
み
は
（
高
国
図
穂
阿
榊
日
証
正
研
）
・
ふ
み
な
と
は
（
御
保
池
伏
〔
七
前
大

鳳
兼
岩
〕
）
・
ふ

み
＋
な
と

は
（
尾
）

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
定
家
本
系
統
と
河
内
本
系
統
が
対
立
し
て
お
り
、
別
本
系
統
も
陽
明
文
庫
本
・
高
松
宮
本
・
国
冬
本
・
伝
二
条

為
定
筆
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
が
定
家
本
系
統
、
御
物
本
・
保
坂
本
・
池
田
本
が
河
内
本
系
統
に
そ
れ
〴
〵
一
致
し
て
い
る
。
本
切
は
「
な

と
」
と
あ
る
点
で
は
河
内
本
に
近
似
す
る
が
、
「
の
」
と
あ
る
伝
本
は
見
い
だ
せ
ず
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
た
ゞ
し
、
こ
ゝ
も
「
文

（
な
ど
）
は
や
す
か
る
べ
き
を
（
手
紙
〔
な
ん
か
〕
を
遣
る
の
は
簡
単
だ
が
）
」
が
「
文
な
ど
の
」
と
あ
っ
て
も
意
味
的
な
差
異
は
微
弱
で

あ
る
。
河
内
本
は
情
報
量
＝
文
字
の
多
い
本
文
を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
切
の
本
文
な
ど
は
異
文
と
し
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
性
質

の
も
の
で
は
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
は
、
本
切
の
本
文
は
、
極
め
て
稀
な
例
外
を
除
き
河
内
本
に
一
致
す
る
が
、
わ
ず
か
2
箇
所
の
異
同
を
重
く
見
れ
ば
、
本
切

は
別
本
に
属
す
る
伝
本
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
、
小
林
氏
が
こ
れ
を
「
別
本
」
と
し
た
理
由
も
こ
の
点
に
存
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
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で
は
、
こ
れ
を
別
本
と
見
立
て
た
時
、
本
切
は
現
存
す
る
ど
の
別
本
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
別
本
の
伝
定
実
切
と
の

一
致
数
を
示
し
て
お
く
と
（
〔　

〕
以
下
は
、
各
別
本
と
の
一
致
数
〔
全
本
一
致
箇
所
を
除
く
〕
、
「
→
」
以
下
の
算
用
数
字
は
、
河
内
本
と

の
不
一
致
文
節
数
を
示
す
）
、

　

保
坂
本　
　　
〔
17
〕
陽
8
・
御
14
・
高
10
・
／　

・
池
11
・
国
10
・
図
7
・
穂
9
→
6

　

御
物
本　
　　
〔
14
〕
陽
7
・
／　

・
高
10
・
保
14
・
池
8
・
国
10
・
図
4
・
穂
8
→
9

　

高
松
宮
本　　
〔
14
〕
陽
10
・
御
10
・
／　

・
保
10
・
池
6
・
国
14
・
図
8
・
穂
11
→
9

　

池
田
本　
　　
〔
14
〕
陽
7
・
御
8
・
高
6
・
保
11
・
／　

・
国
6
・
図
3
・
穂
7
→
9

　

国
冬
本　
　　
〔
14
〕
陽
10
・
御
10
・
高
14
・
保
10
・
池
6
・
／　

・
図
8
・
穂
11
→
10

　

陽
明
文
庫
本　
〔
13
〕
／　

・
御
7
・
高
10
・
保
8
・
池
7
・
国
10
・
図
8
・
穂
10
→
10

　

穂
久
邇
文
庫
本
〔
13
〕
陽
10
・
御
8
・
高
11
・
保
9
・
池
7
・
国
11
・
図
8
・
／　

→
10

　

伝
二
条
為
定
本
〔
10
〕
陽
8
・
御
4
・
高
8
・
保
7
・
池
3
・
国
8
・
／　

・
穂
8
→
13

　

全
本　

一
致　
〔
12
〕

　

全
本
不
一
致　
〔
1
〕6013

（
陽
高
国
図
穂
／
御
保
池
）

と
な
る
。
も
っ
と
も
一
致
率
が
高
い
の
は
17
＋
12
＝
29
文
節
（
36
文
節
中
約
八
〇
・
六
％
）
が
一
致
す
る
保
坂
本
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も

低
い
伝
為
定
本
（
10
＋
12
＝
22
→
六
一
・
一
％
）
と
の
差
異
に
ど
れ
ほ
ど
有
意
性
が
あ
る
か
は
疑
わ
し
い
。
保
坂
本
は
定
家
本
系
統
と
の
一

致
率
（
36
文
節
中
28
→
七
七
・
八
％
）
を
僅
か
に
上
回
る
が
、
本
切
と
河
内
本
と
の
一
致
率
は
九
四
・
四
％
（
34
文
節
が
一
致
）
に
及
ん

で
い
る
。
無
論
、
河
内
本
自
体
が
多
く
の
別
本
本
文
を
包
摂
し
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
各
別
本
の
河
内
本
と
の
不
一
致
箇
所

の
数
値
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
一
致
比
率
の
異
様
な
高
さ
は
、
本
切
を
単
独
の
古
本
系
別
本
と
見
做
す
こ
と
を
躊
躇
わ
せ
る
も
の
で
あ
る



伝
世
尊
寺
定
実
筆
源
氏
物
語
切
「
東
屋
」
の
性
格

71

こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
切
の
範
囲
内
で
定
家
本
系
統
と
河
内
本
系
統
が
対
立
す
る
本
文
を
有
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
本
切
を
含
め
た
別
本
諸
本
の
様

相
を
中
心
に
見
て
お
き
た
い
。

⑶
⑤5998  

○
△
御
ふ
み
な
と
を
も
（
世
池
穂
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
御
文
な
と
を
も
（
高
国
）
・
御
ふ
み
な
と
お
も
（
伏
）
・
御
ふ
み
な
と

を＋
も

（
尾
）
―
御
ふ
み
な
と
を
（
古
保
図
榊
証
正
徹
）
・
御
文
な
と
を
（
陽
阿
研
米
）
・
御
文
な
と
お
（
御
）
・
お
ほ
む
ふ
み
な
と

を
（
日
）

　

⑤5999  

○
△
物
せ
さ
せ
（
世
伏
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
も
の
せ
さ
せ
（
陽
池
図
穂
）
・
見＄
物

せ
さ
せ
（
尾
）
―
見
せ
さ
せ
（
古
阿
正
研

米
）
・
み
せ
さ
せ
（
御
高
保
国
榊
日
証
徹
）

　

こ
の
部
分
は
二
文
節
を
連
続
的
に
見
た
方
が
わ
か
り
易
い
の
で
、
1
箇
所
と
し
て
掲
出
し
た
が
、

　

Ａ
「
御
ふ
み
な
と
を
」　
　

＋
Ｂ
「
見
さ
せ
」
→
（
古
御
保
阿
榊
日
証
正
徹
研
米
）

　

Ａ
「
御
ふ
み
な
と
を
」　
　

＋
ｂ
「
物
さ
せ
」
→
（
陽
図
）

　

ａ
「
御
ふ
み
な
と
を
も
」
＋
Ｂ
「
見
さ
せ
」
→
（
高
国
）

　

ａ
「
御
ふ
み
な
と
を
も
」
＋
ｂ
「
物
さ
せ
」
→
（
世
池
穂
伏
尾
七
前
大
鳳
兼
岩
）

と
い
っ
た
四
種
類
の
本
文
が
対
立
す
る
。
Ａ
＋
Ｂ
は
定
家
本
系
統
、
ａ
＋
ｂ
は
河
内
本
系
統
に
振
れ
て
い
る
が
、
別
本
は
四
種
類
す
べ
て

に
亘
っ
て
い
る
。
別
本
中
、
御
物
本
・
保
坂
本
は
定
家
本
、
本
切
と
池
田
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
は
河
内
本
に
一
致
す
る
が
、
陽
明
文
庫
本
・

伝
為
定
本
と
高
松
宮
本
・
国
冬
本
は
両
種
の
混ク

ロ

ス

オ

ー

バ

ー

交
し
た
状
態
と
も
見
做
せ
そ
う
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
も
河
内
本
は
も
っ
と
も
文
字
的
情
報
量

の
多
い
形
を
採
っ
て
い
る
。

⑷
⑦6006  

○
△
×
侍
ら
ん
も
（
世
古
御
尾
証
正
研
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
侍
ら
む
も
（
池
日
徹
米
）
・
は
へ
ら
ん
も
（
保
伏
）
―
侍
へ
き
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を
（
陽
高
国
図
）
・
侍
も
（
阿
榊
）
・
侍
ら
ん
（
穂
）

　

⑦6007  

○
△
い
ま
さ
ら
な
る
（
世
御
保
池
伏
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）・
い
ま
さ
ら

に
＄
な
る

（
尾
）
―
今
さ
ら
に
（
古
阿
徹
）・
今
更
に
（
研
）・

い
ま
さ
ら
に
（
陽
高
国
図
榊
日
証
正
米
）
・
い
ま
さ
ら
の
（
穂
）

　

こ
の
部
分
は
、6007

が
定
家
本
・
河
内
本
系
統
が
対
立
し
、6006

を
含
め
て
別
本
系
統
の
対
立
が
連
動
す
る
の
で
、
1
箇
所
と
し
て

掲
出
し
た
が
、

　

Ｃ
「
侍
ら
ん
も
」
＋
Ｄ
「
い
ま
さ
ら
に
」　
→
（
古
日
証
正
徹
研
米
）

　

Ｃ
「
侍
ら
ん
も
」
＋
ｄ
「
い
ま
さ
ら
な
る
」
→
（
世
御
保
池
伏
尾
七
前
大
鳳
兼
岩
）

　

ｃ
「
侍
へ
き
を
」
＋
Ｄ
「
い
ま
さ
ら
に
」　
→
（
陽
高
国
図
）

　

ⓒ 

「
侍
も
」 　　
＋
Ｄ 

「
い
ま
さ
ら
に
」　
　

→
（
阿
榊
）

と
い
っ
た
四
種
類
の
本
文
が
認
め
ら
れ
、
ほ
か
に
「
侍
ら
ん
＋
い
ま
さ
ら
の
」
（
穂
）
と
い
っ
た
独
自
異
文
が
存
在
す
る
。
Ｃ
＋
Ｄ
は
定
家

本
系
統
で
あ
る
が
、
別
本
は
同
居
し
な
い
。
Ｃ
＋
ｄ
は
河
内
本
系
統
で
あ
る
が
、
本
切
と
御
物
本
・
保
坂
本
・
池
田
本
が
同
居
し
、
⑶
と

は
違
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ｃ
は
別
本
特
有
の
異
同
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
ｄ
が
結
合
す
る
形
は
認
め
ら
れ
な
い
（
ⓒ
＋
Ｄ
は
定
家
本

系
統
の
異バ

リ
ア
ン
ト文

と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
阿
里
莫
本
が
書
写
の
古
い
榊
原
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
）
。

⑸
⑦6008  

○
△
×
い
か
（
世
→
傍
書
〔
上
欄
外
ヨ
リ
〕
「
い
か
た
う
め
中
媒
也
斎
宮
部
女
也
狐＼

〈
朱
合
点
〉

也
」
）
・
い
か
（
古
御
高
保
国
穂
阿
尾
榊

日
証
伏
正
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
伊
賀
（
徹
）
・
い
か＝
本

（
図
）
―
い
と
か
（
陽
）
・
い
か
う
（
池
）

　

⑦6009  

○
△
た
う
め
の
（
世
御
保
池
伏
米
〔
七
前
鳳
兼
岩
〕
）
・
た
ら＄

う

め
の
（
大
）
・
た
う
め＋

の

（
尾
）
―
た
く
め
の
（
陽
）
・
た
う
め
に
や

と
（
古
高
国
阿
榊
日
証
徹
研
）
・
た
う
め
き
や
と
（
図
）
・
た
そ
め
に
や
と
（
穂
）
・
た
う
め
に
や
（
正
）

　

⑦
～
⑧6010 

○
△
か
た
て
に
や
と
（
世
保
伏
米
〔
前
大
鳳
〕
）
・
か
た

て
＝
中
イ

に
や
と
（
池
）
・

に
＋
か
た
て

や
と
（
尾
）
―
ナ
シ
（
古
高
国
図
穂
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阿
榊
日
証
正
徹
研
）
・
か
た
て＄

に
や
と
（
御
）
・
か
た
に
や
と
（
岩
）
・
か
た
み
ち
に
や
と
（
陽
）
・
か
た
ち
に
や
と
（
七
兼
）

こ
の
部
分
も
連
動
す
る
異
同
で
、6008

～10

は
、

　

Ｅ
「
い
か
た
う
め
」　
　

＋
Ｆ
「
に
や
と
」　　
　
　

→
（
高
国
古
阿
榊
日
証
徹
研
〔
図
穂
正
〕
）

　

ｅ
「
い
か
た
う
め
の
」
＋
ｆ
「
か
た
て
に
や
と
」
→
（
世
保
米
伏
尾
前
大
鳳
〔
陽
御
池
岩
七
兼
〕
）

と
考
え
た
方
が
わ
か
り
易
い
。
Ｅ
＋
Ｆ
は
定
家
本
系
統
に
高
松
宮
本
・
国
冬
本
が
同
居
（
伝
為
定
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
大
正
大
学
本
は

小
異
）
し
、
ｅ
＋
ｆ
は
河
内
本
系
統
に
定
家
本
系
統
と
さ
れ
る
米
国
議
会
図
書
館
本
と
本
切
・
保
坂
本
が
同
居
（
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
・

池
田
本
に
七
毫
源
氏
・
兼
良
本
・
岩
国
吉
川
家
本
は
小
異
）
す
る
。
こ
ゝ
で
も
本
切
と
保
坂
本
の
一
致
は
興
味
深
い
が
、
河
内
本
に
包
摂

さ
れ
る
本
文
で
あ
る
こ
と
も
言
を
俟
た
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
『
紫
明
抄
』
に
は
、

　
　

い
か
た
う
め
の
か
た
て
に
や
と
つ
ゝ
ま
し
く
て

　
　
　

伊
賀
部
女　

中
媒
也　

斎
宮
寮
部
女　

狐
也

と
あ
り
、
伝
定
実
切
の
注
記
は
、
ほ
ゞ
こ
れ
を
踏
襲
し
て
お
り
、
ま
た
『
紫
明
抄
』
の
引
く
本
文
は
、
当
然
な
が
ら
河
内
本
に
一
致
す
る

が
、
『
光
源
氏
物
語
抄
（
異
本
紫
明
抄
）
』
で
は
、
本
文
を
「
い
か
と
う
め
の
か
た
に
や
」
と
つ
く
り
（
御
物
本
・
岩
国
吉
川
家
本
に
一
致
）
、

「
伊
賀
刀
女
寮
刀
女
狐
也
同
（
素
寂
）
」
と
注
し
た
後
、
西
円
説
を
引
い
お
り
、
形
態
を
異
に
し
て
い
る

）
10
（

。
「
い
か
た
う
め
の
か
た
て
」
は
「
伊

賀
専
女
の
片
手
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
か
た
て
」
は
「
一
方
、
傍
ら
」
の
意
か
ら
派
生
し
て
「
片
手
間
」
の
意
を
持
つ
の
で
、
「
い
ゝ
加
減
な

仲
媒
」
と
い
っ
た
表
現
と
な
ろ
う
か
（
源
氏
物
語
に
あ
る
4
例
は
、
す
べ
て
「
片
方
」
〔
紅
葉
賀
2
例
〕
・
「
片
方
の
手
」
〔
橋
姫
・
椎
本
〕

の
意
で
あ
る
）
。

　

ま
た
、
先
の6007

の
異
同
は
、6009

～10

と
の
関
連
で
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

　

Ｄ
「
い
ま
さ
ら
に
」　
　

＋
Ｆ
「
に
や
と
」　　
　
　

→
（
高
国
古
阿
榊
日
証
徹
研
〔
図
〕
）
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Ｄ
「
い
ま
さ
ら
に
」　
　

＋
ｆ
「
か
た
て
に
や
と
」
→
（
米
〔
陽
〕
）

　

ｄ
「
い
ま
さ
ら
な
る
」
＋
ｆ
「
か
た
て
に
や
と
」
→
（
世
保
池
伏
尾
前
大
鳳
〔
御
七
兼
岩
〕
）

と
整
理
で
き
る
が
、
Ｄ
＋
ｆ
型
を
採
る
米
国
議
会
図
書
館
本
・
陽
明
文
庫
本
を
例
外
と
し
て
、
⑸
で
示
さ
れ
た
分
類
に
一
致
す
る
の
は
文

脈
上
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
切
の
範
囲
内
で
定
家
本
系
統
と
河
内
本
系
統
が
対
立
す
る
の
は
⑵
～
⑸
に
挙
げ
た
4
箇
所
の
み
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
本

切
は
少
な
く
と
も
定
家
本
系
統
と
は
対
立
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
切
は
先
に
上
げ
た
⑴
⑵
の
事
例
を
除
き
、
す
べ
て

河
内
本
に
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
一
致
率
は
各
別
本
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
河
内
本
は
当
時
伝
存
し
た
少
な
く
と

も
21
本
の
古
写
本
を
用
い
た
校
訂
本
文
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
一
致
率
の
高
い
別
本
系
統
の
古
写
本
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て
不
自
然

の
観
を
免
れ
な
い
（
各
別
本
と
河
内
本
と
の
一
致
箇
所
の
ば
ら
つ
き
が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
）
。

　
　
　
　

２
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
伝
世
尊
寺
定
実
筆
四
半
切
（
東
屋
）

　

次
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
切
（
以
下
、
「
国
文
研
切
」
と
略
記
、
校
異
記
号
「
世
」
）
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
極
札
（
龍
紋

唐
紙
、
一
四
・
〇
×
二
・
一
㎝
）
に
は
、

　
〔
表
〕
世
尊
寺
殿
定
實
卿
み
し
人
の

〔
拝
（
墨
印
）
〕

　
〔
裏
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
茂
入
道
順
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
、
こ
れ
も
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
め
と
な
る
。
本
紙
は
二
五
・
六
×
一
六
・
一
㎝
（
紙
質
不
明
）
。
薄
い
茶
褐
色
の
料
紙
で
、
や
は
り

渋
を
引
い
た
染
紙
の
可
能
性
が
あ
る
。
朱
点
・
朱
合
点
、
行
間
及
び
歌
頭
に
本
文
と
同
筆
で
書
入
が
あ
る
。
元
は
四
半
形
の
冊
子
本
と
推
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定
さ
れ
る
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
（
「
・
」
「
＼
」
は
す
べ
て
朱
点
）
、

　
　
薫

＼

大
将　

み
し
人
の
か
た
し
ろ
な
ら
は
身
に
そ
へ
て
こ
ひ
し

　
　

き
せ
ゝ
の
な
て
も
の
に
せ
ん･

と
れ
い
の
た
は
ふ
れ
に
い
ひ

　
　

な
し
て･

ま
き
ら
は
し
た
ま
ふ

　
　
中

＼

君　
　

み
そ
き
か
は
せ
ゝ
に
い
た
さ
ん
な
て
も
の
を
身
に

　
　

そ

ふ

か

け

と

た

れ

か

た

の

ま

ん･

＼
お
ほ
ぬ
さ
の
ひ
く
て
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
は
思
へ
と
え
こ
そ
た
の
ま
さ
り
け
れ
＼

ひ
く
て
あ
ま
た
に
と
か
や

　
　

い

と

お

し

く

そ

侍
や

と

の

た

ま

へ

は･

＼
お
ほ
ぬ
さ
と
な
に
こ
そ
た
て
れ
な
か
れ
て
も
つ
ゐ
に
よ
る
せ
は
あ
り
と
い
ふ
も
の
を
＼つ

ゐ
に
よ
る
せ
は

　
　

さ
ら
な
り
や･

い
と
う
れ
た
き
や
う
な
る
み
つ
の
あ
は
に

　
　

も
あ
ら
そ
ひ
侍
け
れ･

か
き
な
か
さ
る
ゝ
な
て
も
の
は
い
て
ま

と
な
る
。
⑦
「
さ
ら
（
良
）
な
り
や
」
は
「
さ
う
（
宇
）
な
り
や
」
と
も
読
め
る
が
、
⑧
「
あ
ら
そ
ひ
」
と
同
じ
字
形
な
の
で
「
ら
」
と

し
て
お
く
（
⑦
⑧
と
も
に
、
①
「
な
ら
は
」
・
③
「
ま
き
ら
は
し
」
と
は
明
ら
か
に
崩
し
方
が
異
な
り
、
⑦
「
や
う
な
り
」
に
近
い
字
形
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
支
え
る
異
同
が
他
本
に
は
存
在
し
な
い
）
。
書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
東
屋
」
（
大
成
一
八
一
八
14
～
一
九
4
、
別

本
集
成503159

～3200

）
で
、
亡
き
大
君
を
忘
れ
ら
れ
な
い
薫
に
、
中
君
は
大
君
に
生
き
写
し
で
あ
る
浮
舟
を
薦
め
る
が
、
薫
は
中
々

心
を
動
か
さ
ず
、
却
っ
て
中
君
に
ぐ
ず
〴
〵
と
言
い
募
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

　

先
と
同
様
に
伝
世
尊
寺
定
実
筆
切
を
底
本
と
し
て
諸
本
と
の
校
異
を
作
製
し
た
が
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
類
別
表
（
表
Ⅱ
）
の
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み
を
提
示
し
、
論
の
必
要
に
応
じ
て
校
異
を
示
す
こ
と
ゝ
し
た
。

〈
表
Ⅱ
〉
（
丸
括
弧
内
の
略
号
に
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
底
本
に
不
一
致
、
無
傍
線
は
一
致
を
示
す
）

　

○
△
×
〔
30
〕 3159

・3160

・3161

（
伏
）・3162

・3163

・3164

・3165

（
図
）・3166

（
図
）・3168

・3170

・3171

・3172

・

3173
・3174

（
阿
）
・3175

・3176

・3177

・3178

・3181

（
御
）
・3184

（
陽
）
・3185

（
阿
）
・3186

・3187
（
池
）
・3189

（
穂
）
・3190

（
阿
）
・3192

・3193

・3196

（
池
／
米
）
・3199

（
穂
）
・3200

　

○
△
×
〔
1
〕3198

（
図
／
阿
榊
徹
米
正
研
）

　

○
△
×
〔
8
〕 3169

（
陽
穂
）
・3179

（
陽
高
池
国
図
穂
）
・3180

（
陽
高
池
国
図
穂
）
・3182

（
氏
御
保
池
穂
国
／
七
／
徹
）
・3188

（
御
池
）
・3191

（
池
図
）
・3195

（
陽
御
池
穂
保
）
・3197

（
池
図
穂
高
／
伏
）

　

○
△
×
〔
1
〕3194

（
御
保
／
七
伏
）

　
　

△
×
〔
2
〕3167

（
阿
／
岩
）
・3183

（
池
／
正
）

　

国
文
研
切
の
範
囲
で
は
、
系
統
判
別
と
い
う
点
で
は
、
42
文
節
す
べ
て
が
定
家
本
・
河
内
本
両
系
統
と
一
致
し
、
次
の
2
例
（
△
×
）

の
み
が
定
家
本
・
河
内
本
系
統
と
別
本
系
統
と
の
違
い
を
生
ん
で
い
る
。

⑹
②3167 

△
×
せ
ん
と
れ
い
の
（
世
尾
榊
日
正
研
）
・
せ
む
と
例
の
（
古
〔
七
前
鳳
兼
〕
）
・
せ
む
と
れ
ゐ
の
（
証
伏
）
・
せ
む
と
れ
い
の

（
徹
米
）
・
せ
ん＋

と

例
の
（
〔
大
〕
）
―
せ
ん
（
穂
）
・
せ
ん
な
と
（
陽
高
国
）
・
せ＝

せ
んん

な
と
（
図
）
・
せ
む
と
（
池
）
・
せ
ん
と
（
御
保

氏
）
・
せ
ん
れ
い
の
（
阿
）
・
せ
む
例
の
（
〔
岩
〕
）

⑺
⑤3182  

○
△
×
あ
ま
た
に
と
か
や
（
世
高
図
古
阿
尾
榊
日
証
伏
正
研
米
〔
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
・
あ
ま
た
に
と
と＄

か
や
（
陽
）
―
あ
ま
た
に
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（
氏
）
・
あ
ま
た
に
と
（
御
保
）
・
あ
ま
た
に
と
か
（
池
穂
）
・
あ
ま
た
に
も
か
く
や
（
国
）
・
あ
ま
た
と
か
や
（
徹
七
）

　

⑥3183 
△
×
ナ
シ
（
世
古
池
阿
尾
榊
日
証
伏
徹
研
米
〔
七
前
大
鳳
兼
岩
〕
）
―
さ
か
し
ら
な
れ
と
（
高
保
国
氏
図
穂
正
）
・
さ＋

か

し
ら
な

れ
と
（
陽
）
・
さ
か
し
か
な
れ
と
（
御
）

　

⑹
の
異
同
は
、
定
家
本
・
河
内
本
が
「
せ
ん
と
れ
い
の
」
（
阿
里
莫
本
・
岩
国
吉
川
家
本
は
「
せ
ん
れ
い
の
」
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

別
本
系
統
は
「
せ
ん
な
と
」
（
陽
髙
国
図
）
・
「
せ
ん
と
」
（
御
保
氏
池
）
・
「
せ
ん
」
（
穂
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
「
れ
い
の
」
を
持
た

な
い
形
を
採
っ
て
お
り
、
国
文
研
切
は
定
家
本
・
河
内
本
に
一
致
す
る
。

　

⑺
の
異
同
は3182

と
連
動
し
、

　

Ｇ
「
あ
ま
た
に
と
か
や
」
＋
Ｈ
「
ナ
シ
」　　
　
　
　
　

→
（
世
古
阿
榊
日
証
伏
正
研
米
尾
前
大
鳳
兼
岩
〔
徹
七
〕
）

　

ｇ
「
あ
ま
た
に
＋
α
」　
　

＋
Ｈ
「
ナ
シ
」　　
　
　
　
　

→
（
池
）

　

Ｇ
「
あ
ま
た
に
と
か
や
」
＋
ｈ
「
さ
か
し
ら
な
れ
と
」
→
（
陽
高
図
正
）

　

ｇ
「
あ
ま
た
に
＋
α
」  　
＋
ｈ
「
さ
か
し
ら
な
れ
と
」
→
（
保
国
氏
穂
〔
御
〕
）

の
四
種
の
異
同
に
類
別
で
き
る
（
「
＋
α
」
部
分
を
細
分
化
す
れ
ば
、
今
少
し
複
雑
化
す
る
が
、
す
べ
て
別
本
の
範
疇
に
収
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
）
。
ｇ
＋
Ｈ
と
あ
る
池
田
本
の
み
が
他
の
別
本
に
共
通
す
る
ｈ
を
持
た
な
い
が
、
ｇ
「
あ
ま
た
に
と
か
」

は
穂
久
邇
文
庫
本
に
一
致
し
、
定
家
本
・
河
内
本
と
は
完
全
に
は
重
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
別
本
系
統
諸
本
の
有
り
よ
う
を
鑑
み
れ
ば
、

国
文
研
切
は
少
な
く
と
も
別
本
系
統
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
さ
か
し
ら
な
れ
と
」
な
る
一
文
は
い
か
に
も
河
内
本
校

訂
者
が
好
ん
で
採
用
し
そ
う
な
表
現
で
あ
る
が
、
「
『
ひ
く
て
あ
ま
た
に
と
か
や
。
い
と
お
し
く
ぞ
は
べ
る
や
』
と
の
た
ま
へ
ば
」
云
々
は

中
君
の
直
接
話
法
に
属
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
さ
か
し
ら
な
れ
ど
（
小
利
口
で
は
あ
る
が
＝
差
し
出
口
が
ま
し
い
が
）
」
と
い
っ
た
批
評
的

＝
批
判
的
言
辞
を
入
り
込
ま
せ
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
「
日
ぐ
れ
て
あ
ま
た
に
と
さ
か
し
か
（
ん
）
な
れ
ど
、
い
と
を
し
く
ぞ
侍
る
や
と
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の
給
へ
ば
」
（
御
物
本

）
11
（

）
の
よ
う
な
更
な
る
異
文
が
必
要
と
な
ろ
う
（
こ
の
場
合
、
「
い
と
を
し
く
ぞ
」
以
前
の
言
辞
は
す
べ
て
中
君
の
心

中
語
と
受
け
取
れ
る
）
。
河
内
本
校
訂
者
は
Ｇ
「
あ
ま
た
に
と
か
や
」
を
採
択
し
た
段
階
で
、
別
本
の
異
同
状
況
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く

は
ｈ
「
さ
か
し
ら
な
れ
と
」
を
持
つ
古
写
本
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
和
歌
に
続
く
文
脈
的
整
合
性
の
観
点
か
ら
、
よ

り
直
接
話
法
的
な
Ｇ
＋
Ｈ
型
を
採
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
河
内
本
の
本
文
選
択
基
準
を
考
え
る
上
で
は
、
興
味
深
い
事
例
と
言
え

よ
う
）
。

　

な
お
、
国
文
研
切
に
引
か
れ
る
証
歌
は
、
『
源
氏
釈
』
『
奥
入
』
『
紫
明
抄
』
等
に
引
か
れ
る
『
古
今
集
』
（
恋
四
・
706
～
707
→
伊
勢
物
語
・

第
四
十
七
段
・
87
～
88
）
の
二
首
（
紫
明
抄
・
異
本
紫
明
抄
は
前
歌
の
み
）
で
あ
り
、
当
該
切
の
書
写
年
代
か
ら
考
え
て
こ
れ
ら
か
ら
の

引
用
と
し
て
自
然
で
あ
ろ
う

）
12
（

。

　

国
文
研
切
の
異
同
状
況
に
架
蔵
切
の
そ
れ
を
加
味
す
れ
ば
、
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
河
内
本
系
統
の
伝
本
で
あ
る
と
見
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
複
雑
な
校
訂
本
文
で
あ
る
河
内
本
と
の
こ
れ
ほ
ど
の
一
致
は
説
明
で
き
な
い
）
。
や
ゝ
縦
長
の
大
ぶ
り
の
四
半

形
の
冊
子
本
で
あ
り
、
一
面
八
行
と
い
う
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
書
写
形
態
は
、
外
形
的
に
も
河
内
本
的
な
特
徴
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る

）
13
（

。
小
林
氏
が
当
該
切
を
「
別
本
」
と
判
断
し
た
理
由
は
、
先
の
⑴
⑵
の
事
例
を
重
く
見
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
両
方
と
も
僅
か
一

字
の
違
い
で
河
内
本
系
統
と
重
な
る
異
同
で
あ
る
点
か
ら
は
、
誤
写
な
ど
が
介
在
し
た
異
文
で
あ
る
と
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
抑
も
「
不
違
一
字
」
の
態
度
で
書
写
さ
れ
た
よ
う
な
歌
書
と
は
違
っ
て
、
親
本
の
厳
密
な
臨
書
と
い
っ
た
意
識
が
そ
れ
ほ
ど
強
く

働
か
な
い
物
語
の
書
写
に
お
い
て
は
、
こ
の
程
度
の
写
し
間
違
い
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
別
本
」
の
認
定
に
は
よ
り
慎
重

な
判
断
が
望
ま
れ
る
（
た
と
え
独
自
異
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
一
箇
所
に
他
の
別
本
の
異
文
が
存
在
す
る
等
の
下
支
え
は
必
要
と
考

え
る
）
。
今
後
の
ツ
レ
の
出
現
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
別
の
見
方
も
出
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
状
で
は
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
お
く

方
が
、
こ
れ
を
「
別
本
」
と
し
て
扱
う
よ
り
は
遥
か
に
整
合
性
の
あ
る
理
解
で
あ
ろ
う
。
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河
内
本
の
南
北
朝
期
以
降
の
書
写
に
か
ゝ
る
中
世
期
書
写
の
重
要
伝
本
は
「
七
毫
源
氏
」
以
下
数
本
を
数
え
る
が
、
鎌
倉
期
ま
で
遡
る

全
巻
が
河
内
本
の
本
文
を
持
つ
古
写
本
は
意
外
に
少
な
く
、
尾
州
家
本
を
除
け
ば
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
鳳
来
寺
本
が
知
ら
れ
る

の
み
で
あ
り

）
14
（

、
こ
う
し
た
現
状
か
ら
は
書
写
の
古
い
古
筆
切
資
料
の
活
用
の
必
要
性
は
言
を
俟
た
な
い
。
鎌
倉
後
期
の
書
写
に
か
ゝ
る
伝

世
尊
寺
定
実
筆
四
半
切
も
、
そ
う
し
た
資
料
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
新
た
な
ツ
レ
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

極
札
（
裏
面
）

極
札
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〈
注
〉

（
1
） 
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
（
ユ
１
ー
51
）
及
び
田
中
登
・
横
井
孝
編
著
『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』
（
武

蔵
野
書
院
、
令
和
五2023

年
十
一
月
）
第
一
部
「
物
語
本
文
」
69
「
世
尊
寺
定
実　

四
半
切
（
東
屋
）
」
（
中
葉
芳
子
解
説
）
に
依
る
。

（
2
） 

池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
六
冊
「
校
異
篇
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十1985

年
三
月
普
及
版
初
版
に
依
る
→
以
下
、
「
大
成
」
と
略
記

し
、
漢
数
字
は
頁
、
算
用
数
字
は
行
を
示
す
）
。

（
3
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
十
四
巻
「
東
屋
～
浮
舟
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
四2002

年
六
月
→
以
下
、「
別
本
集
成
」

と
略
記
し
、
巻
別
番
号
は
省
略
す
る
）
。

（
4
） 

加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
成
十
三2001

年
二
月
→
以
下
、
「
河
内
本
集
成
」
と
略
記
）
。

（
5
） 

本
文
引
用
の
際
の
諸
本
の
略
号
は
、
私
に
付
し
た
も
の
を
除
き
、
概
ね
「
別
本
集
成
」
「
河
内
本
集
成
」
「
大
成
」
に
倣
う
が
、
「
大
成
」
「
河
内
本
集

成
」
が
中
京
大
学
図
書
館
蔵
大
島
本
に
「
大
」
を
充
て
る
た
め
、
古
代
学
協
会
蔵
大
島
本
は
「
古
」
と
し
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
（
大
成
「
三
」
」
）

は
「
日
」
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
（
大
成
・
河
内
本
集
成
「
宮
」
、
別
本
集
成
「
高
」
）
は
「
高
」
と
し
た
。
「
穂
」
は
日
本
古
典
文
学

会
編
・
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
７
『
源
氏
物
語
５
』
（
阿
部
秋
生
解
説
、
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
五
十
五1980

年
二
月
）
、
「
日
」
は
岸
上
慎
二
・

杉
谷
寿
郎
・
岡
野
道
夫
・
阿
部
好
臣
編
集
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
10
』
（
八
木
書
店
、
平
成
八1996

年
三
月
）
、
「
伏
」
は
吉
田
幸
一
編
『
源
氏

物
語　

十
二
』
（
古
典
文
庫
第
五
六
六
冊
、
平
成
六1994
年
一
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
「
榊
・
徹
・
研
」
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
、
「
図
・
証
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
、
「
正
」
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
「
Ｏ

Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
り
、
「
米
」
は
国
立
国
語
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
「
米
国
議
会
図
書

館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
」
（
「
東
屋
」
翻
字
担
当
、
千
川
彩
佳
・
伊
藤
朋
・
山
田
友
美
・
阿
部
江
美
子
・
矢
澤
由
紀
、
平
成
二
十
四2012

年

十
二
月
二
十
六
日
公
開
、
平
成
二
十
五2013

年
十
二
月
十
日
更
新
）
に
依
る
。
な
お
、
「
東
屋
」
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
が
未
刊

行
（
第
七
巻
「
野
分
～
梅
枝
」
で
中
断
）
の
た
め
、
肖
柏
本
・
天
理
河
内
本
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
山
科
言
経
本
と
い
っ
た
同
書
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た

重
要
伝
本
を
校
異
に
反
映
で
き
て
い
な
い
（
大
成
「
東
屋
」
は
肖
柏
本
不
採
用
、
関
西
大
学
文
学
部
加
藤
洋
介
研
究
室
編
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
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（
稿
）
」
は
「
定
家
本
（
青
表
紙
本
）
・
東
屋
」
未
公
開
）
。

　
　
《
校
異
略
号
》

　　
世　

伝
世
尊
寺
定
実
筆
四
半
切
（
架
蔵
）

　　
図　

伝
二
条
為
定
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
503
・
36
本
→
鎌
倉
中
～
後
期
写
）

　　
穂　

穂
久
邇
文
庫
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）

　　
氏　

 

伝
二
条
為
氏
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
503
・
51
本
→
残
欠
本
〔2019

途
中
「
し
け
に
」
～3184

途
中
「
い
と
」
ま
で
残
存
〕
、
鎌
倉
中
～
後
期

写
・
別
本
系
統
〕
）

　　
榊　

榊
原
家
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

　　
日　

日
大
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
）

　　
証　

書
陵
部
三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
553
・
10
本
）

　　
伏　

伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）

　　
正　

大
正
大
学
本
（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
→
「
東
屋
」
・
伝
伊
勢
伊
勢
守
國
雄
筆
）

　　
徹　

書
陵
部
正
徹
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
554
・
14
本
）

　　
研　

国
文
研
正
徹
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
サ
4
・
75
本
）

　　
米　

米
国
議
会
図
書
館
本
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
）

　
　
〈
以
下
、
別
本
集
成
に
依
る
〉

　　
古　

大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）

　　
陽　

陽
明
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
本
蔵
）

　　
御　

御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

　　
高　

高
松
宮
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
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保　

保
坂
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　　
池　

池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

　　
国　

国
冬
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

　　
阿　

阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

　　
尾　

尾
州
家
河
内
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

　
　
〈
以
下
、
河
内
本
集
成
に
依
る
〉

　　
七　

七
毫
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

　　
前　

伝
慈
寛
筆
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

　　
大　

大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
）

　　
鳳　

鳳
来
寺
本
（
鳳
来
寺
蔵
）

　　
兼　

一
条
兼
良
奥
書
本
（
天
理
図
書
館
蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

　　
岩　

岩
国
吉
川
家
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
）

（
6
） 

使
用
す
る
校
異
符
号
は
以
下
の
通
り
（
合
点
〔
＼
〕
に
つ
い
て
は
「
＝
」
を
付
さ
な
い
。

 

＝
（
傍
書
）　

＋
（
補
入
・
記
号
あ
り
）　

±
（
補
入
・
記
号
な
し
）　

＄
（
ミ
セ
ケ
チ
）　

＆
（
な
ぞ
り
）　

△
（
不
明
）

（
7
） 

小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
6
集
〔
和
泉
書
院
、
平
成
十
六2004

年

五
月
〕
所
収
）
「
定
実
」
項
。

（
8
） 「
東
屋
」
の
別
本
と
し
て
は
、
古
筆
切
資
料
で
は
、
小
林
氏
前
掲
論
文
（
注
7
）
に
は
、
「
阿
仏
尼
」
（
高
城
弘
一
蔵
手
鑑
「
垂
露
懸
針
」
所
収
）
、
「
公

忠
（
転
法
輪
三
条
）
」
（
「
光
明
皇
后
始
手
鑑
」
所
収
切
等
五
葉
）
、
「
坊
門
局
」
（
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
所
収
切
等
九
葉
）
が
揚
げ
ら
れ
る
が
、
個
人

蔵
な
ど
未
見
の
も
の
も
多
く
、
校
合
資
料
と
し
て
は
用
い
な
か
っ
た
。

（
9
） 

岡
嶌
偉
久
子
『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
二2010
年
五
月
）
第
二
篇
「
別
本
に
お
け
る
麦
生
本
系
諸
本
」
第
一
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章
「
阿
里
莫
神
社
旧
蔵
源
氏
物
語
―
『
源
氏
物
語
大
成
』
不
採
用
二
十
六
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
」
二
「
阿
里
莫
本
の
『
大
成
』
不
採
用
二
十
六
巻
に
つ

い
て
―
そ
の
本
文
―
」
に
依
る
。

（
10
） 
源
氏
物
語
古
注
集
成
18
・
田
村
憲
二
編
『
紫
明
抄
』
（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
六2014

年
五
月
）
所
収
の
翻
刻
本
文
に
依
る
。
当
該
箇
所
は
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
〔
502
・
37
〕
『
紫
明
抄
（
光
源
氏
物
語
抄
）
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
）
に
は
、

 

　

い
か
た
う
め
の
か
た
に
や
ト
云
事　
　
　

伊
賀
刀
女
寮
刀
女
狐
也
同

 

　
　
　

お
ま
つ
り
し
け
る
も
の
也
い
な
り
の
か
へ
り
さ
か
は
か

 

　
　
　

れ
か
つ
く
れ
る
と
な
ん
わ
う
け
ん
ま
か
く
の
屋
い
ゑ
の

 

　
　
　

た
う
め
の
む
す
る
め
の
ひ
と
り
て
ふ
け
さ
う
ふ
み

 

　
　
　

た
れ
に
よ
ま
せ
う
そ
や
か
ゝ
せ
う
い
ち
り
て
う
一

 

　
　
　

郎
三
条
や
さ
た
ら
ゝ
う
西
圓

 

と
あ
る
（
黒
川
本
〔
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
二
期
5
『
紫
明
抄　

五
』
（
福
武
書
店
、
昭
和
五
十
四1979

年
一
月
）
所
収
の
影

印
に
依
る
〕
も
改
行
等
を
含
め
て
ま
っ
た
く
同
文
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
の
翻
刻
で
あ
る
未
刊
國
文
古
註
釋
大
系
本
〔
吉
澤
義
則
編
・
未
刊
國
文
古

註
釋
大
系
第
十
冊
『
異
本
紫
明
抄
』
（
帝
國
教
育
會
出
版
部
、
昭
和
十
二
年
七
月
）
〕
は
『
紫
明
抄
』
と
同
文
で
あ
り
不
審
）
。
『
仙
源
抄
』
（
池
田
亀
鑑

編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
十
三
冊
「
資
料
篇
」
〔
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十1985

年
普
及
版
初
版
に
依
る
〕
所
収
の
「
仙
源
抄　

應
永
本
」
翻
刻

に
依
る
）
に
は
「
伊イ

賀カ

刀ト

女メ

也
中ナ

カ
タ
チ
メ媒
也
タ
ウ
メ
ト
ハ
狐
を
い
ふ
也
」
と
あ
る
（
『
源
氏
釈
』
『
奥
入
』
『
源
中
最
秘
抄
』
に
は
加
注
な
し
）
。

（
11
） 『
御
物　

各
筆
源
氏
』
（
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
六
十
一1986

年
十
二
月
）
所
収
の
影
印
に
依
り
、
私
に
読
点
・
濁
点
を
付
し
た
。
「
さ
か
し
か
（
可
）

な
れ
と
」
は
「
さ
か
し
か
る
」
の
撥
音
便
「
ん
」
の
無
表
記
形
と
考
え
て
お
い
た
。

（
12
） 『
源
氏
釈
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
16
・
渋
谷
栄
一
編
『
源
氏
釈
』
〔
お
う
ふ
う
、
平
成
十
二2000

年
十
月
〕
所
収
の
翻
刻
本
文
に
依
る
）
で
は
吉
川

家
本
の
み
が
二
首
全
文
を
引
き
、
都
立
中
央
図
書
館
本
は
二
首
を
引
く
が
歌
頭
の
み
、
他
本
は
一
首
目
の
み
を
引
く
。
『
奥
入
』
第
一
次
本
は
加
注
を

欠
き
、
第
二
次
本
（
定
家
自
筆
本
）
は
二
首
と
も
に
引
く
（
異
本
『
源
氏
物
語
奥
入
（
源
語
古
抄
）
』
〔
池
田
利
夫
校
訂
「
異
本
『
源
氏
物
語
奥
入
』
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（
源
語
古
抄
）
翻
刻

―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
三
条
西
公
条
筆
本

―
」
〔
紫
式
部
学
会
編
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
辺
の
文
学　

研
究
と
資
料

―
古

代
文
学
論
叢
第
十
輯

―
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
六
十
一1986

年
五
月
）
所
収
の
翻
刻
に
依
る
〕
も
同
じ
）
。
『
紫
明
抄
』
は
諸
本
と
も
一
首
目
の

み
を
引
き
（
『
光
源
氏
物
語
抄
』
も
同
じ
→
「
古
今
」
の
集
付
・
「
定
家
／
奥
」
の
引
用
注
記
が
あ
る
）
、
『
源
注
最
秘
抄
』
は
「
東
屋
」
の
加
注
を
持

た
な
い
。
本
切
の
書
写
年
代
を
考
慮
し
て
、
南
北
朝
期
以
降
の
注
釈
書
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。

（
13
） 

河
内
本
の
代
表
伝
本
で
あ
る
尾
州
家
本
（
基
幹
巻
）
は
三
二
・
〇
×
二
五
・
五
㎝
前
後
と
い
う
極
め
て
大
型
の
料
紙
に
一
面
十
一
行
書
（
前
掲
注
9
第

一
篇
「
源
氏
物
語
の
鎌
倉
写
本
」
第
二
章
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
第
一
節
「
形
態
的
側
面
か
ら
の
考
察
」
一
「
書
誌
的
概
要
」
参
照
）
。

鳳
来
寺
本
の
正
確
な
寸
法
は
不
明
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
写
真
（
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
十
二
冊
「
研
究
篇
」
〔
中
央
公
論
社
、
昭
和

六
十1985

年
九
月
普
及
版
初
版
〕
）
に
よ
る
と
縦
長
の
冊
子
本
で
一
面
九
行
書
（
「
帚
木
」
以
下
数
帖
の
八
行
書
の
も
の
は
「
青
表
紙
本
系
統
」
）
。
河

内
本
系
統
の
古
筆
切
で
は
伝
藤
原
為
家
筆
大
四
半
切
が
三
二
・
八
×
二
六
・
〇
㎝
で
一
面
十
一
行
書
、
伝
後
伏
見
院
筆
大
四
半
切
が
三
一
・
三
×

一
九
・
二
㎝
で
一
面
九
行
書
（
「
左
端
に
切
断
の
可
能
性
あ
り
」
）
と
尾
州
家
本
に
準
ず
る
大
型
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
池
田
和
臣

『
源
氏
物
語
生
々
流
転　

論
考
と
資
料
』
〔
武
蔵
野
書
院
、
令
和
二2020

年
三
月
〕
Ⅶ
「
『
源
氏
物
語
』
関
係
古
筆
切
資
料
」
三
「
河
内
本
」
②
③
⑥

参
照
）
。
当
該
切
は
こ
れ
ら
に
比
し
て
小
振
り
で
あ
る
が
、
二
葉
と
も
に
加
注
を
存
し
て
お
り
（
広
め
の
行
間
は
、
こ
う
し
た
注
記
を
前
提
と
す
る
形

態
と
想
像
さ
れ
る
）
、
河
内
本
本
文
を
有
す
る
鎌
倉
期
書
写
の
古
筆
切
資
料
と
し
て
注
視
す
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
。

（
14
） 

ほ
か
に
、
鎌
倉
期
書
写
の
河
内
本
本
文
を
有
す
る
伝
本
と
し
て
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
「
各
筆
源
氏
」
中
の
22
帖
、
伏
見
天
皇
本
中
の
11
帖
、
前
田
家

蔵
伝
為
家
本
中
の
5
帖
、
玉
里
文
庫
本
古
筆
源
氏
物
語
15
帖
中
の
3
帖
、
平
瀬
本
中
の
31
帖
（
「
東
屋
」
は
勧
修
寺
尚
顕
に
よ
る
室
町
期
の
補
筆
帖
で
、

定
家
本
系
統
）
等
が
知
ら
れ
、
中
山
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
現
蔵
）
中
の
2
帖
（
絵
合
・
行
幸
→
別
筆
）
も
元
は
平
瀬
本
か
ら
の
分
か
れ
か
と

推
測
さ
れ
、
同
じ
く
河
内
本
本
文
を
有
す
る
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
蔵
史
料
編
集
会
編
「
貴
重
典
籍
叢
書
」
文
学
篇
第
十
七
巻
『
物
語
二
』
〔
臨

川
書
店
、
平
成
十
二2000

年
三
月
〕
「
解
題
（
伊
井
春
樹
）
」
参
照
）
。

 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
京
都
教
室
講
師
）


